
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】超音波の伝播効率を維持して軽量化を計り、操

作性を良好にした短軸遥動型超音波探触子を提供する。

【解決手段】長軸方向に並べられた圧電素子群２を回転

保持台１上に設けて、前記圧電素子群２の短軸方向に前

記回転保持台１を回転遥動する密閉容器３内に収容し、

前記圧電素子群２の超音波送受波面から送受波される超

音波を前記短軸方向に機械的に走査するとともに、前記

密閉容器３内に音響媒質としての液体を充填してなる短

軸遥動型超音波探触子において、前記超音波送受波面か

らの超音波の送受波方向とは反対方向であって、前記保

持台の下方となる前記密閉容器３内に前記液体よりも比

重の小さい軽量体１１を設けた構成とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 軸 方 向 に 並 べ ら れ た 圧 電 素 子 群 を 回 転 保 持 台 上 に 設 け て 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 短 軸 方 向
に 前 記 回 転 保 持 台 を 回 転 遥 動 す る 密 閉 容 器 内 に 収 容 し 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 超 音 波 送 受 波 面
か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 を 前 記 短 軸 方 向 に 機 械 的 に 走 査 す る と と も に 、 前 記 密 閉 容 器 内 に
音 響 媒 質 と し て の 液 体 を 充 填 し て な る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 超 音 波 送 受
波 面 か ら の 超 音 波 の 送 受 波 方 向 と は 反 対 方 向 で あ っ て 、 前 記 保 持 台 の 下 方 と な る 前 記 密 閉
容 器 内 に 前 記 液 体 よ り も 比 重 の 小 さ い 軽 量 体 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 短 軸 遥 動 型 超 音 波
探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 軽 量 体 は 内 部 を 中 空 状 と し た 中 空 体 で あ る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探
触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 1に お い て 、 前 記 回 転 保 持 台 は 水 平 部 の 両 端 側 に 脚 部 を 有 す る コ 字 状 と し 、 前 記
密 閉 容 器 は い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体 と カ バ ー と か ら な り 、 前 記 容 器 本 体 の 側 壁 に は 前
記 回 転 保 持 台 の 脚 部 に 設 け た 回 転 軸 受 け と 結 合 し た 長 軸 方 向 の 回 転 中 心 軸 を 有 し 、 前 記 回
転 保 持 台 の 一 方 の 脚 部 に は 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 第 １ か さ 歯 車 を 有 し 、 前 密 閉 容 器 の 底
壁 に は 回 転 シ ャ フ ト が 密 閉 貫 通 し て 前 記 第 １ か さ 歯 車 と 歯 合 す る 第 ２ か さ 歯 車 を 有 す る 短
軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 圧 電 振 動 子 群 の 両 端 側 に は 前 記 長 軸 方 向 に 伝 播 す る 超 音 波 を 吸
収 す る 超 音 波 吸 収 板 を 設 け た 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 圧 電 素 子 群 を 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 し て 立 体 画 像 を 得 る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子
（ 以 下 、 短 軸 遥 動 探 触 子 と す る ） を 技 術 分 野 と し 、 特 に 信 頼 性 を 高 め て 軽 量 化 を 計 っ た 短
軸 遥 動 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
　 短 軸 遥 動 探 触 子 は 圧 電 素 子 群 を 長 軸 方 向 に 電 子 走 査 し 、 短 軸 方 向 に 機 械 的 に 走 査 （ 遥 動
） し て 立 体 画 像 を 得 る も の と し て 知 ら れ る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ ） 。 こ の こ と か ら 、 例 え ば 圧
電 素 子 を 縦 横 に 配 列 し て 二 次 元 方 向 に 電 子 走 査 す る マ ト リ ク ス 型 等 に 比 較 し 、 例 え ば 配 線
（ 結 線 ） 及 び 走 査 回 路 を 容 易 に す る の で 、 現 実 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 従 来 技 術 の 一 例 ） 第 ３ 図 は 一 従 来 例 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長
軸 方 向 の 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 短 軸 遥 動 探 触 子 は 回 転 保 持 台 １ 上 に 設 け ら れ た 圧 電 素 子 群 ２ を 密 閉 容 器 ３ 内 に 収 容 し て
な る 。 回 転 保 持 台 １ は 水 平 部 の 両 端 側 に 脚 部 を 有 す る コ 字 状 と し 、 水 平 部 上 に は 圧 電 素 子
群 ２ を 設 け て 、 一 方 の 脚 部 の 内 側 面 に は 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 圧 電 素 子 群 ２ は 多 数 の 圧 電 素 子 ２ ａ を 長 軸 方 向 に 配 列 し て な り 、 こ こ で は 回 転 保 持 台 １
の 水 平 部 上 に 設 け ら れ て 曲 面 状 と し た 基 台 ５ 上 の バ ッ キ ン グ 材 ５ ａ に 固 着 さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 超 音 波 探 触 子 を 所 謂 コ ン ベ ッ ク ス 型 と す る 。 圧 電 素 子 群 ２ の 表 面 に は 、 通 常 で は 、
音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 生 体 （ 人 体 ） に 接 近 さ せ て 伝 播 効 率 を 高 め る 図 示 し な い 音 響 整 合 層
を 、 さ ら に は 短 軸 方 向 に 曲 率 を 有 す る 音 響 レ ン ズ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 密 閉 容 器 ３ は い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体 ３ ａ と カ バ ー ３ ｂ と を 図 示 し な い 嵌 合 構 造 に
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よ っ て 着 脱 自 在 と す る 。 容 器 本 体 ３ ａ の 一 組 の 対 向 側 壁 に は 、 回 転 保 持 台 １ （ 圧 電 素 子 群
２ ） を 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 中 心 軸 ６ を 有 し 、 回 転 保 持 台 １ の 両 端 側 の 脚 部 の 軸 受 け に
連 結 す る 。 容 器 本 体 ３ ａ の 底 壁 に は モ ー タ 等 の 回 転 機 構 に 連 結 し て 回 転 シ ャ フ ト ７ が 密 閉
貫 通 し た 第 ２ か さ 歯 車 ４ ｂ が 設 け ら れ 、 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ と 歯 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ か さ 歯 車 ４ ｂ の 回 転 に よ っ て 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ が 圧 電 素 子 群 ２ の 短 軸
方 向 に 回 転 遥 動 し 、 こ れ と 一 体 化 し た 回 転 保 持 台 １ （ 圧 電 素 子 群 ２ ） が 同 方 向 に 回 転 遥 動
す る 。 図 中 の 一 点 鎖 線 で 示 す 符 号 ８ は 裏 面 カ バ ー で あ り 、 密 閉 容 器 ３ の 底 部 に 一 体 化 し て
モ ー タ 等 の 回 転 機 構 を 覆 う 。 符 号 ９ は ケ ー ブ ル で あ り 、 裏 面 カ バ ー ８ か ら 導 出 し て 図 示 し
な い 診 断 装 置 と 連 結 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 特 許 文 献 １ で は 、 圧 電 素 子 群 ２ か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 の 減 衰 を 防 止 す る た め
、 カ バ ー ３ ｂ の 内 周 面 に 可 撓 性 材 で 仕 切 ら れ た 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の 液 体 例 え ば オ イ ル
を 、 圧 電 素 子 群 ２ の 表 面 と の 間 に 介 在 さ せ る 。 ま た 、 カ バ ー ３ ｂ の 長 軸 方 向 と な る 内 周 面
に は 図 示 し な い 超 音 波 吸 収 材 を 塗 布 し て 、 圧 電 素 子 群 ２ の 超 音 波 送 受 波 面 と な る 表 面 と カ
バ ー ３ ｂ の 表 面 内 周 面 と の 間 を 伝 播 す る 不 要 超 音 波 を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 カ バ ー ３ ｂ 内 周 面 と 圧 電 素 子 群 ２ の 表 面 と の 間 が 空 気 の 場 合 は 、 超 音 波 の 減 衰 が
大 き く て 伝 播 効 率 が 悪 化 し 、 超 音 波 の 送 受 波 が 望 め な い 。 こ れ に 対 し 、 オ イ ル は 超 音 波 の
伝 播 が 良 好 で 、 し か も 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を １ ． ４ ３ Mraylと し て 、 生 体 （ 人 体 ） の １ ．
５ Mraylに 接 近 す る た め 、 伝 播 効 率 を 高 め ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ３ ８ ８ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ５ ０ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 願 ２ ０ ０ ５ － １ ７ ５ ７ ０ ０ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 従 来 技 術 の 問 題 点 ）
　 し か し な が ら 、 上 記 構 成 の 短 軸 遥 動 探 触 子 で は 、 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ イ ル を 可 撓
性 材 で 仕 切 り 、 圧 電 素 子 群 ２ の 表 面 が 可 撓 性 材 に 直 接 に 接 触 し て 移 動 す る 。 こ の た め 、 例
え ば 可 撓 性 材 に 破 損 を 生 じ て 、 超 音 波 の 送 受 波 を 実 質 的 に 損 な う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の こ と か ら 、 例 え ば 第 ４ 図 に 示 し た よ う に 、 現 実 的 に は 、 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ
イ ル を 密 閉 容 器 ３ 内 に 充 填 さ せ て 使 用 さ れ る 。 な お 、 オ イ ル は 例 え ば 底 壁 に 設 け た 図 示 し
な い 注 入 孔 か ら 充 填 さ れ て 密 閉 さ れ る 。 し か し 、 こ の 場 合 に は 、 オ イ ル の 比 重 が １ ． ０ ３
で あ る こ と か ら 、 重 量 感 を 増 し て 医 師 に よ る 操 作 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ち な み に 、 モ ー タ 等 の 回 転 機 構 を 含 め て 短 軸 遥 動 型 探 触 子 の 重 量 が 約 ０ ． ３ Ｋ ｇ と す る
と 、 圧 電 素 子 群 ２ の 収 容 さ れ た オ イ ル を 含 め る 密 閉 容 器 ３ の 重 量 は ０ ． １ ５ Ｋ ｇ に な る 。
そ し て 、 密 閉 容 器 ３ の 内 積 は ９ ０ ｃ ｍ ３ 程 度 で 、 オ イ ル の 占 有 積 は ６ ０ ｃ ｍ ３ （ ６ ７ ％ ）
に な る 。 し た が っ て 、 オ イ ル の 重 量 は ０ ． ０ ６ ２ Ｋ ｇ と な っ て 、 密 閉 容 器 ３ に 対 す る 重 量
比 は ４ １ ． ３ ％ 、 短 軸 遥 動 探 触 子 に 対 す る 重 量 比 は ２ ０ ． ６ ７ ％ に な る 。 こ れ ら に よ り 、
密 閉 容 器 ３ 内 を 充 填 す る 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ イ ル の 重 量 は 、 短 軸 遥 動 探 触 子 の 操 作
性 に 無 視 で き な い こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 発 明 の 目 的 ）
　 本 発 明 は 超 音 波 の 伝 播 効 率 を 維 持 し て 軽 量 化 を 計 り 、 操 作 性 を 良 好 に し た 短 軸 遥 動 探 触
子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 （ 請 求 項 １ ） に 示 し た よ う に 、 長 軸 方 向 に 並 べ ら れ た 圧 電 素
子 群 を 回 転 保 持 台 上 に 設 け て 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 短 軸 方 向 に 前 記 回 転 保 持 台 を 回 転 遥 動 す
る 密 閉 容 器 内 に 収 容 し 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 超 音 波 送 受 波 面 か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 を 前 記
短 軸 方 向 に 機 械 的 に 走 査 す る と と も に 、 前 記 密 閉 容 器 内 に 音 響 媒 質 と し て の 液 体 を 充 填 し
て な る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 超 音 波 送 受 波 面 か ら の 超 音 波 の 送 受 波 方 向
と は 反 対 方 向 で あ っ て 、 前 記 保 持 台 の 下 方 と な る 前 記 密 閉 容 器 内 に 前 記 液 体 よ り も 比 重 の
小 さ い 軽 量 体 を 設 け た 構 成 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 超 音 波 媒 質 と し て の 液 体 中 に 、 こ れ よ り 比 重 の 小 さ い 軽 量 体
を 設 け た の で 、 密 閉 容 器 内 の 全 て に 超 音 波 媒 質 の 液 体 を 充 填 し た 従 来 例 に 比 較 し 、 密 閉 容
器 の 重 量 を 小 さ く で き る 。 し た が っ て 、 短 軸 遥 動 探 触 子 の 軽 量 化 を 計 れ て 、 そ の 操 作 性 を
良 好 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 実 施 態 様 項 ）
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ で は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 軽 量 体 は 内 部 を 中 空 状 と し た 中 空 体 と
す る 。 こ れ に よ り 、 軽 量 体 自 体 の 比 重 は 液 体 よ り も 大 き か っ た と し て も 、 中 空 部 を 含 め た
軽 量 体 の 比 重 を 液 体 よ り も 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 請 求 項 ３ で は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 回 転 保 持 台 は 水 平 部 の 両 端 側 に 脚 部 を 有 す る
コ 字 状 と し 、 前 記 密 閉 容 器 は い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体 と カ バ ー と か ら な り 、 前 記 容 器
本 体 の 側 壁 に は 前 記 回 転 保 持 台 の 脚 部 に 設 け た 回 転 軸 受 け と 結 合 し た 長 軸 方 向 の 回 転 中 心
軸 を 有 し 、 前 記 回 転 保 持 台 の 一 方 の 脚 部 に は 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 第 １ か さ 歯 車 を 有 し
、 前 密 閉 容 器 の 底 壁 に は 回 転 シ ャ フ ト が 密 閉 貫 通 し て 前 記 第 １ か さ 歯 車 と 歯 合 す る 第 ２ か
さ 歯 車 を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 圧 電 素 子 群 を 端 軸 方 向 に 回 転 遥 動 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 同 請 求 項 ４ で は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 圧 電 振 動 子 群 の 両 端 側 に は 前 記 長 軸 方 向 に 伝
播 す る 超 音 波 を 吸 収 す る 超 音 波 吸 収 部 材 を 設 け る 。 こ れ に よ り 、 圧 電 素 子 群 の 超 音 波 送 受
波 面 と 容 器 本 体 の 内 周 面 と の 間 を 伝 播 す る 不 要 超 音 波 を 吸 収 し て 排 除 で き る 。 こ の 場 合 、
超 音 波 吸 収 板 は 圧 電 素 子 群 の 両 端 側 に 直 接 的 に 設 け ら れ て 圧 電 素 子 群 と と も に 回 転 遥 動 す
る の で 、 不 要 超 音 波 の 吸 収 を 確 実 に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 1図 は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長 軸 方 向
の 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 （ 但 し 、 裏 面 カ バ ー を 除 く ） で あ る 。 な お 、 前 従 来 例
と 同 一 部 分 に は 同 番 号 を 付 与 し て そ の 説 明 は 簡 略 又 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 短 軸 遥 動 探 触 子 は 、 前 述 し た よ う に 、 長 軸 方 向 に 並 べ ら れ た 圧 電 素 子 群 ２ を コ 字 状 と し
た 回 転 保 持 台 １ の 水 平 部 上 に 設 け て 、 い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体 ３ ａ と カ バ ー ３ ｂ と か
ら な る 密 閉 容 器 ３ 内 に 収 容 す る 。 回 転 保 持 台 １ の 両 端 側 の 脚 部 に は 軸 受 け を 有 し 、 容 器 本
体 ３ ａ の 側 壁 に 設 け ら れ た 長 軸 方 向 の 回 転 中 心 軸 ６ と 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 回 転 保 持 台 １ の 一 方 の 脚 部 に 設 け ら れ た 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ は 、
密 閉 容 器 ３ の 底 壁 を 回 転 シ ャ フ ト ７ が 密 閉 貫 通 し た 第 ２ か さ 歯 車 ４ ｂ と 歯 合 す る 。 こ れ に
よ り 、 回 転 保 持 台 １ （ 圧 電 素 子 群 ２ ） を 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 し 、 圧 電 素 子 群 ２ の 超 音 波 送
受 波 面 か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 を 短 軸 方 向 に 機 械 的 に 走 査 す る 。 密 閉 容 器 ３ 内 に は 超 音 響
媒 質 １ ０ と し て の 液 体 例 え ば オ イ ル が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で は 、 圧 電 素 子 群 ２ の 超 音 波 送 受 波 面 か ら の 超 音 波 の 送 受 波 方 向 と は 反 対 方 向 で あ
っ て 、 回 転 保 持 台 １ の 下 方 と な る 密 閉 容 器 ３ 内 に 、 超 音 波 媒 質 と し て の オ イ ル １ ０ よ り も
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比 重 の 小 さ い 軽 量 体 １ １ を 設 け る 。 軽 量 体 １ １ は 内 部 を 中 空 状 と し て 空 気 が 充 満 し た 中 空
体 と し 、 例 え ば 楕 円 状 と し た 樹 脂 ボ ー ル と す る 。 そ し て 、 圧 電 素 子 群 ２ の 長 軸 方 向 の 両 端
側 に は 、 幅 及 び 高 さ が 圧 電 素 子 群 ２ よ り も 大 き い シ リ コ ン 等 の 超 音 波 吸 収 板 １ ２ が 例 え 接
着 剤 に よ っ て 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 樹 脂 ボ ー ル は 図 示 し な い 接 着 剤 に よ っ て 容 器 本 体 ３ ａ の 例 え ば 底 面 に 固 着 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 回 転 保 持 台 １ 等 と の 接 触 を 防 止 し て 、 圧 電 素 子 群 ２ の 超 音 波 送 受 波 面 と 密 閉 容 器
３ （ カ バ ー ３ ｂ ） の 内 表 面 と の 間 に 、 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ イ ル が 充 填 さ れ る こ と を
確 保 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 密 閉 容 器 ３ 内 に 軽 量 体 １ １ と し て の 樹 脂 ボ ー ル が 設 け ら れ る
の で 、 著 音 波 媒 質 （ オ イ ル ） １ ０ の 充 填 量 を 少 な く で き る 。 そ し て 、 中 空 体 と し た 樹 脂 ボ
ー ル は 、 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ イ ル よ り も 比 重 を 小 さ く す る の で 、 密 閉 容 器 ３ 内 の す
べ て に オ イ ル を 充 填 し た 場 合 に 比 較 し 、 重 量 を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 例 で は 、 密 閉 容 器 ３ の 前 述 し た 内 積 約 ９ ０ ｃ ｍ ３ に 対 し 、 樹 脂 ボ ー ル の 体 積 を ３ ０
ｃ ｍ ３ と し 、 オ イ ル の 充 填 量 を ３ ０ ｃ ｍ ３ と す る 。 そ し て 、 樹 脂 ボ ー ル 及 び オ イ ル の 比 重
は そ れ ぞ れ ０ ． ０ ８ 及 び １ ． ０ ３ と な る こ と か ら 、 樹 脂 ボ ー ル の 重 量 は ０ ． ０ ０ ２ ４ Ｋ ｇ
、 オ イ ル の 重 量 は ０ ． ０ ３ １ Ｋ ｇ に な る 。 し た が っ て 、 合 計 重 量 は ０ ． ０ ３ ３ ４ Ｋ ｇ に な
り 、 密 閉 容 器 ３ 内 の す べ て を オ イ ル と し た 場 合 の ０ ． ０ ６ ２ Ｋ ｇ に 対 し て ０ ． ０ ２ ８ ６ Ｋ
ｇ 減 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 場 合 、 密 閉 容 器 ３ 及 び モ ー タ 等 の 回 転 機 構 を 含 め た 従 来 例 の 短 軸 遥 動 探 触 子 の 重 量
を 前 述 し た ０ ． ３ Ｋ ｇ と す る と 、 本 実 施 形 態 で は 同 様 に ０ ． ０ ２ ８ ６ Ｋ ｇ 減 の ０ ． ２ ７ １
４ Ｋ ｇ と な る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 従 来 例 に 対 し て ９ ． ５ ％ の 軽 量 化 と な る の
で 、 医 師 等 に よ る 操 作 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 圧 電 素 子 群 ２ の 両 端 側 に は 超 音 波 吸 収 板 １ ２ が 直 接 的 に 設 け ら れ る の で 、 圧 電 素
子 群 ２ と と も に 短 軸 方 向 に 遥 動 回 転 す る 。 し た が っ て 、 従 来 例 の 超 音 波 吸 収 材 を カ バ ー ３
ｂ の 内 周 側 面 に 塗 布 す る 場 合 に 比 較 し て 、 位 置 や 厚 み を 一 定 に し て 、 不 要 超 音 波 の 吸 収 を
確 実 に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 他 の 事 項 ）
　 上 記 実 施 形 態 で は 軽 量 体 １ １ は 樹 脂 ボ ー ル と し た が 、 例 え ば 第 　 図 に 示 し た よ う に 、 回
転 保 持 体 の 下 方 に 密 閉 容 器 ３ の 内 周 に 倣 っ た 形 状 と し て 軽 量 体 １ １ の 占 有 積 を 大 き く す る
こ と も で き る 。 ま た 、 軽 量 体 １ １ は 中 空 体 と し た が 、 必 ず し も 中 空 体 に 限 ら ず 例 え ば 材 質
を Ｐ Ｅ （ ポ リ エ チ レ ン ） と し て 、 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の 液 体 よ り も 比 重 が 小 さ け れ ば よ
い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長 軸 方 向 の
、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 例 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 長 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 の 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長
軸 方 向 の 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 長 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 回 転 保 持 台 、 ２ 　 圧 電 素 子 群 、 ３ 　 密 閉 容 器 、 ３ ａ 　 容 器 本 体 、 ３ ｂ 　 カ バ ー 、 ４
ａ 　 第 １ か さ 歯 車 、 ４ ｂ 　 第 ２ か さ 歯 車 、 ５ 　 基 台 、 ６ 　 回 転 中 心 軸 、 ７ 　 回 転 シ ャ フ ト
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、 ８ 　 裏 面 カ バ ー 、 ９ 　 ケ ー ブ ル 、 １ ０ 　 超 音 波 媒 質 、 １ １ 　 軽 量 体 （ 樹 脂 ボ ー ル ） 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 22日 (2006.2.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 ち な み に 、 モ ー タ 等 の 回 転 機 構 を 含 め て 短 軸 遥 動 型 探 触 子 の 重 量 が 約 ０ ． ３ Ｋ ｇ と す る
と 、 圧 電 素 子 群 ２ の 収 容 さ れ た オ イ ル を 含 め る 密 閉 容 器 ３ の 重 量 は ０ ． １ ５ Ｋ ｇ に な る 。
そ し て 、 密 閉 容 器 ３ の 内 積 は ９ ０ ｃ ｍ ３ 程 度 で 、 オ イ ル の 占 有 積 は ６ ０ ｃ ｍ ３ （ ６ ７ ％ ）
に な る 。 し た が っ て 、 オ イ ル の 重 量 は ０ ． ０ ６ ２ Ｋ ｇ と な っ て 、 密 閉 容 器 ３ に 対 す る 重 量
比 は ４ １ ． ３ ％ 、 短 軸 遥 動 探 触 子 に 対 す る 重 量 比 は ２ ０ ． ６ ７ ％ に な る 。 こ れ ら に よ り 、
密 閉 容 器 ３ 内 を 充 填 す る 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ イ ル の 重 量 は 、 短 軸 遥 動 探 触 子 の 操 作
性 に 無 視 で き な い こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 例 で は 、 密 閉 容 器 ３ の 前 述 し た 内 積 約 ９ ０ ｃ ｍ ３ に 対 し 、 樹 脂 ボ ー ル の 体 積 を ３ ０
ｃ ｍ ３ と し 、 オ イ ル の 充 填 量 を ３ ０ ｃ ｍ ３ と す る 。 そ し て 、 樹 脂 ボ ー ル 及 び オ イ ル の 比 重
は そ れ ぞ れ ０ ． ０ ８ 及 び １ ． ０ ３ と な る こ と か ら 、 樹 脂 ボ ー ル の 重 量 は ０ ． ０ ０ ２ ４ Ｋ ｇ
、 オ イ ル の 重 量 は ０ ． ０ ３ １ Ｋ ｇ に な る 。 し た が っ て 、 合 計 重 量 は ０ ． ０ ３ ３ ４ Ｋ ｇ に な
り 、 密 閉 容 器 ３ 内 の す べ て を オ イ ル と し た 場 合 の ０ ． ０ ６ ２ Ｋ ｇ に 対 し て ０ ． ０ ２ ８ ６ Ｋ
ｇ 減 と な る 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 22日 (2006.2.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ち な み に 、 モ ー タ 等 の 回 転 機 構 を 含 め て 短 軸 遥 動 型 探 触 子 の 重 量 が 約 ０ ． ３ Ｋ ｇ と す る
と 、 圧 電 素 子 群 ２ の 収 容 さ れ た オ イ ル を 含 め る 密 閉 容 器 ３ の 重 量 は ０ ． １ ５ Ｋ ｇ に な る 。
そ し て 、 密 閉 容 器 ３ の 内 積 は 程 度 で 、 オ イ ル の 占 有 積 は （ ６ ７ ％ ）
に な る 。 し た が っ て 、 オ イ ル の 重 量 は ０ ． ０ ６ ２ Ｋ ｇ と な っ て 、 密 閉 容 器 ３ に 対 す る 重 量
比 は ４ １ ． ３ ％ 、 短 軸 遥 動 探 触 子 に 対 す る 重 量 比 は ２ ０ ． ６ ７ ％ に な る 。 こ れ ら に よ り 、
密 閉 容 器 ３ 内 を 充 填 す る 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ イ ル の 重 量 は 、 短 軸 遥 動 探 触 子 の 操 作
性 に 無 視 で き な い こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 密 閉 容 器 ３ 内 に 軽 量 体 １ １ と し て の 樹 脂 ボ ー ル が 設 け ら れ る
の で 、 媒 質 （ オ イ ル ） １ ０ の 充 填 量 を 少 な く で き る 。 そ し て 、 中 空 体 と し た 樹 脂 ボ
ー ル は 、 超 音 波 媒 質 １ ０ と し て の オ イ ル よ り も 比 重 を 小 さ く す る の で 、 密 閉 容 器 ３ 内 の す
べ て に オ イ ル を 充 填 し た 場 合 に 比 較 し 、 重 量 を 小 さ く で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】

(11) JP 2007-222247 A 2007.9.6

９ ０ ｃ ｍ ３ ６ ０ ｃ ｍ ３

超 音 波



　 こ の 例 で は 、 密 閉 容 器 ３ の 前 述 し た 内 積 約 に 対 し 、 樹 脂 ボ ー ル の 体 積 を
と し 、 オ イ ル の 充 填 量 を と す る 。 そ し て 、 樹 脂 ボ ー ル 及 び オ イ ル の 比 重

は そ れ ぞ れ ０ ． ０ ８ 及 び １ ． ０ ３ と な る こ と か ら 、 樹 脂 ボ ー ル の 重 量 は ０ ． ０ ０ ２ ４ Ｋ ｇ
、 オ イ ル の 重 量 は ０ ． ０ ３ １ Ｋ ｇ に な る 。 し た が っ て 、 合 計 重 量 は ０ ． ０ ３ ３ ４ Ｋ ｇ に な
り 、 密 閉 容 器 ３ 内 の す べ て を オ イ ル と し た 場 合 の ０ ． ０ ６ ２ Ｋ ｇ に 対 し て ０ ． ０ ２ ８ ６ Ｋ
ｇ 減 と な る 。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种短轴振荡超声波探头，该探头保持超声波的传
播效率并且重量轻并且具有良好的可操作性。 解决方案：在长轴方向上
排列的压电元件组2设置在旋转固定台1上，旋转固定台1在密闭容器3中
沿压电元件组2的短轴方向旋转和摆动。 从压电元件组2的超声波收发面
沿短轴方向收发超声波，并对其进行机械扫描，并在密闭容器3中填充作
为声学介质的液体。 在轴向振荡器型超声波探头中，比重高于密闭容器
3中的液体的比重，该比重在与来自超声波收发面的超声波的收发方向相
反的方向上且在保持台的下方。 提供了具有小尺寸的轻质体11。 [选型
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